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フィボナッチ式に生成される整数の和 

 

次の方法で整数を作っていきます。 

 ○ 最初に，１を書きます。 

 ○ １の右の位には２，２の右の位には１か２を書きます。 

この方法で作られる， 

１桁の整数は１，２桁の整数は１２，３桁の整数は１２１，１２２， 

４桁の整数は１２１２．１２２１．１２２２です。 

 

（１）上の方法で作られる７桁の整数は何個あるか答えなさい。また，その７桁の整数の和を求めなさい。 

 

（２）上の方法で作られる１１桁の整数は何個あるか答えなさい。また，その１１桁の整数の和を求めなさ

い。 
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フィボナッチ式に生成される整数の和 

（１）１３個，１５８３５４５１ （２）８９個，１０８４１３９１００９１４ 

 

（１）解説省略 

 

（２）１桁から１１桁までの整数の個数は，以下の表のように一番右の位＝一の位に注目して整理すると，

フィボナッチ数になります。よって，１１桁の整数は８９個です。 

 

桁 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

計 １ １ ２ ３ ５ ８ １３ ２１ ３４ ５５ ８９ 

一番右の位が１ １ ０ １ １ ２ ３ ５ ８ １３ ２１ ３４ 

一番右の位が２ ０ １ １ ２ ３ ５ ８ １３ ２１ ３４ ５５ 

 

   上の表を用いて，８９個ある１１桁の整数の各位に１および２が何個現れるかを考えます。たとえば

５桁の整数の一番右の位には１が２個，２が３個現れます。２個現れた１は，それぞれに続く整数の部

分を考えると，次のように増えていきます。よって，５桁の整数では２個あった１は，１１桁の整数で

は２×１３＝２６（個）になります。 

 

桁 ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

計 １ ２ ３ ５ ８ １３ 

一番右の位が１ ０ １ １ ２ ３ ５ 

一番右の位が２ １ １ ２ ３ ５ ８ 

 

３個現れた２は，それぞれに続く整数の部分を考えると，次のように増えていきます。よって，５桁

の整数では３個あった２は，１１桁の整数では３×２１＝６３（個）になります。２６＋６３＝８９な

ので，１１桁の整数において現れる個数と一致します。 

 

桁 ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

計 ２ ３ ５ ８ １３ ２１ 

一番右の位が１ １ １ ２ ３ ５ ８ 

一番右の位が２ １ ２ ３ ５ ８ １３ 
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   以上の考えを用いて１１桁の８９個の整数について，一の位から順に各位の数の和をもとめ，くり上

がりを計算すると以下のようになります。一の位は１が３４×１＝３４（個），２が５５×１＝５５（個）

現れるので，１×３４＋２×５５＝１４４となって，一の位は４で，十の位に１４が繰り上がります。

十の位は，１が２１×１＝２１（個），２が３４×２＝６８（個）現れるので， 

１×２１＋２×６８＋１４＝１７１となって，十の位は１で，百の位に１７が繰り上がります。 

以降も同様に計算をして，答えは１０８４１３９１００９１４です。 
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